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第 6 章 パラメータ 

 

６－６ Ｔｒｉｇ．ＡＵＴＯ / Ｔｇ．Ｐ （吸気圧トリガ） 
 

＊ Ｔｇ．Ｐ機能はバルブ換気時のみ設定可能な項目です。この吸気トリガは圧トリガになります。 

＊ オートトリガを回避するため、呼気の開始から３００ｍｓの間は待機時間（トリガしない期間）が

あります。 

 

 

 

＊ 自発呼吸の弱い患者（小児または呼吸努力を抑制された患者）に対応するために、設定Ｔｇ．

Ｐに従ってＰＥＥＰ確保流量が自動的に設定されます。以下の表にあるように、ＰＥＥＰ確保流

量が少なくなればなるほど、 大酸素添加可能流量が減少します。 

 

Ｔｇ．Ｐ レベル ＰＥＥＰ確保流量 大酸素添加可能流量 

１ ４Ｌ/分 ３Ｌ/分 

２ ５Ｌ/分 ４Ｌ/分 

Ａｕｔｏ/３/ＮＯ ６Ｌ/分 ５Ｌ/分 

４ ７Ｌ/分 ６Ｌ/分 

５ ８Ｌ/分 ７Ｌ/分 

６ ９Ｌ/分 ８Ｌ/分 

 

＊ 大酸素添加可能流量は、Ｔｇ．Ｐ値＋２Ｌ/分です。 

＊ ＰＥＥＰ確保流量は、Ｔｇ．Ｐ値＋３Ｌ/分です。 

＊ 酸素供給、酸素濃度については４－７章を参照ください。 

 

 

 

 

 

 

●リーク換気時は常に自動設定となり設定の必要はありません。但し（Ａ）ＰＣモード時のみ

ＹＥＳ、ＮＯで選択します。 

●リーク換気時はタービンスピードの変化に基づいてトリガします。 

酸素添加量の上限を超えた場合、本装置によって送り出される換気量の精度が保証され

なくなります。 
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